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議会新体制の決定
常任委員会だより
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競技中の山下敏和選手

レース中の三馬正敏選手（左）、長尾寛征選手（右）

●祝 

北
京
オ
リ
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ピ
ッ
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山
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敏
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選
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（
ラ
イ
フ
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射
撃
）

長
尾　

寛
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選
手
（
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
）

三
馬　

正
敏 

選
手

クリック

動画ネット配信中
　
　６月定例会の模様をいつでもインターネット
でご覧いただけます。
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佐野 善作 議長　　　石原 正裕 副議長

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

我
々
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は

決
し
て
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
市
民
の
負
託
に
こ
た

え
る
と
共
に
、
小
松
島
の
再

生
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

監
査
委
員　

大
木　

進

　

六
月
定
例
会
で
監
査
委
員

に
選
任
さ
れ
、
責
任
の
重
さ

を
深
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

市
の
財
政
状
況
は
非
常
に

厳
し
く
、
特
に
本
年
度
よ
り

二
十
一
、二
十
二
年
度
は
正

念
場
で
あ
り
ま
す
。
ム
ダ
な

経
費
は
使
わ
れ
て
い
な
い
の

か
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
得
ら
れ
て
い
る
の
か

を
、
一
市
民
と
し
て
の
厳
し

い
目
線
で
監
査
の
職
務
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。
御
指
導
、
御
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

議
長　

佐
野　

善
作

　

六
月
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
皆
様
方
の
御
推
挙

に
よ
り
、
不
肖
私
が
議
長
の

重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
市
民
の
幸
福
の
た
め

に
議
会
と
し
て
何
を
な
す
べ

き
か
を
考
え
、
新
し
い
議
会

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
我
が
市
は
財
政
非
常

事
態
宣
言
を
し
、
厳
し
い
財

政
運
営
を
し
い
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
北
海
道
の
夕
張
市
の

よ
う
な
財
政
赤
字
団
体
に
お

ち
い
れ
ば
、
市
長
の
責
任
だ

け
で
な
く
、
当
然
、
議
会
は

何
を
し
て
い
た
の
か
と
市
民

か
ら
批
判
を
受
け
る
こ
と
は

必
至
で
あ
り
ま
す
。

　

夕
張
市
の
二
の
舞
に
絶
対

し
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
議
会
の
厳
し
い
財
政

チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
決
算
、
予
算
審
査
の
や

り
方
を
工
夫
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
も
っ
と
適
確
に
財
政

の
中
身
を
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
我
が
市
の
財
政
白

書
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

新
し
い
議
員

も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
議
会
の

基
本
は
何
か
を

考
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ベ
テ
ラ

ン
議
員
も
、
も

う
一
度
、
原
点

に
か
え
っ
て
議

会
の
基
本
を
見

直
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
議

会
基
本
条
例
の
制
定
を
目
指

し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を

受
け
た
議
会
と
し
て
、
そ
の

使
命
を
立
派
に
果
た
し
、
議

員
一
人
一
人
の
持
て
る
力
を

十
二
分
に
発
揮
し
、
市
民
に

信
頼
さ
れ
、
存
在
感
の
あ
る

市
議
会
を
築
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
御
理
解
と

御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長　

石
原　

正
裕

　

こ
の
た
び
、
六
月
定
例
会

の
改
選
で
正
副
議
長
立
候
補

制
が
導
入
さ
れ
、
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
私
は

二
十
七
歳
か
ら
議
員
と
し
て

在
職
し
十
年
間
、
一
貫
し
て

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
行

政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
立
場
の

議
会
は
、
長
い
間
、
抜
本
的

な
改
革
が
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
近
年
、
地
方
分

権
一
括
法
施
行
に
よ
り
、
議

会
の
役
割
は
大
き
く
変
化

し
、
行
政
の
審
議
会
的
な
役

割
か
ら
、
さ
ら
に
幅
広
い
役

割
を
担
う
機
関
へ
と
変
化
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

今
こ
そ
我
々
議
員
は
議
会

を
改
革
し
、
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
強
化
と
政
策
立
案
能

力
の
向
上
を
目
指
し
、
市
民

に
信
頼
さ
れ
る
議
会
へ
変
わ

　

六
月
定
例
会
の
初
日
、
小
松
島
市
議
会
と
し
て
、
初
め
て
の
立
候
補
制
に
よ
る
正
副

議
長
選
挙
を
実
施
。
正
副
議
長
と
も
、
一
人
ず
つ
し
か
立
候
補
せ
ず
、
無
投
票
当
選
と

な
っ
た
。
立
候
補
制
は
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
正
副
議
長
を
決
め
る
過
程
の
透
明

性
を
目
的
と
し
て
導
入
。
当
日
、
立
候
補
者
の
演
説
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
議
会
選
出

の
監
査
委
員
選
任
の
同
意
と
各
委
員
会
構
成
を
行
い
、
議
会
の
新
体
制
が
決
ま
っ
た
。

　

初
の
立
候
補
制

 

正
副
議
長
選
挙　
　

大木　進　監査委員

石原正裕  副議長　　佐野善作  議長
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委員会構成 ◎は委員長　○は副委員長

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定
を

中
心
と
す
る
議
会
改
革
を
推

進
す
る
た
め
、
議
会
改
革
特

別
委
員
会
を
設
置
し
た
。
基

本
条
例
は
次
の
三
点
が
重
要

な
柱
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。

★　

市
民
に
開
か
れ
た
透
明

制
の
確
保

★　

市
政
に
対
す
る
十
分
な

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
発
揮

★　

市
議
会
の
政
策
立
案
能

力
の
向
上

議
会
改
革
特
別
委
員
会

◎
出　

口　

憲
二
郎

○
池　

渕　
　
　

彰

　

天　

羽　
　
　

篤

　

米　

﨑　
　
　

孝

　

宮　

崎　

欽　

司

　

佐　

野　

善　

作

　

武　

田　
　
　

清

　

北　

野　

恒　

男

議
会
運
営
委
員
会

◎
高　

木　

幸　

次

○
安　

平　

剛　

之

　

井　

内　

建　

治

　

大　

木　
　
　

進

　

木　

村　

文　

彦

　

武　

田　
　
　

清

人
権
啓
発
特
別
委
員
会

◎
池　

渕　
　
　

彰

○
天　

羽　
　
　

篤

　

出　

口　

憲
二
郎

　

宝　
　
　
　
　

覚

　

石　

原　

正　

裕

　

立　

川　

邦　

男

　

武　

田　
　
　

清

　

安　

平　

剛　

之

◎
北　

野　

恒　

男

○
濱　

田　

保　

徳

　

米　

﨑　
　
　

孝

　

大　

和　
　
　

肇

　

宝　
　
　
　
　

覚

　

石　

原　

正　

裕

　

井　

村　

保　

裕

　

池　

渕　
　
　

彰

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

平
成
十
八
年
度
の
決
算
審

査
か
ら
、
議
会
選
出
監
査
委

員
を
除
く
議
員
全
員
が
審
査

に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
十
九
年
度
の
決
算
審

査
に
当
た
り
、
議
会
と
し
て

事
業
評
価
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
事
前
準
備
が

必
要
な
た
め
六
月
定
例
会
で

の
設
置
と
な
っ
た
。

◎
立　

川　

邦　

男

○
安　

平　

剛　

之

◎
宮　

崎　

欽　

司

○
武　

田　
　
　

清

　

米　

﨑　
　
　

孝

　

木　

村　

文　

彦

　

石　

原　

正　

裕

　

濱　

田　

保　

徳

産業建設常任委員会

◎
井　

村　

保　

裕

○
宝　
　
　
　
　

覚

　

大　

和　
　
　

肇

　

出　

口　

憲
二
郎

　

大　

木　
　
　

進

　

池　

渕　
　
　

彰

文教厚生常任委員会

◎
立　

川　

邦　

男

○
北　

野　

恒　

男

　

天　

羽　
　
　

篤

　

井　

内　

建　

治

　

髙　

木　

幸　

次

　

安　

平　

剛　

之

総務常任委員会
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で
、
歳
入
補
填て

ん

収
入
を
同
額

削
減
の
、
所
要
財
源
振
り
替

え
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
あ

る
。

　

議
案
第
三
十
六
号　

専
決

処
分
の
承
認
は
、
小
松
島
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例
（
昭

和
三
十
五
年
小
松
島
市
条
例

第
五
号
）
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
承
認
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
伴
い
、
国

民
健
康
保
険
税
に
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
創
設
、
賦
課

額
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

課
税
額
を
追
加
し
、
そ
の
算

定
基
準
を
定
め
る
た
め
、
本

市
の
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
し
た
。

　

改
正
内
容
は
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
が
次
の
よ
う
に
新

設
さ
れ
た
。

◎
基
礎
課
税

＊
所
得
割
額
の

　

百
分
の
九
・
二
か
ら

 

百
分
の
七
・
二
に

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
は
、

 

所
得
割
額
の
百
分
の
二

◎
資
産
割
額

＊
百
分
の
四
十
か
ら

 

百
分
の
三
十
一
・
七
に

常
任
委
員
会
だ
よ
り

常
任
委
員
会
だ
よ
り

●
平
成
二
十
年
六
月
定
例
会

　

本
委
員
会
は
、
今
期
定
例

会
に
付
託
さ
れ
た
、
議
案
第

三
十
五
号
以
下
、
六
議
案
を

審
査
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

　

議
案
第
三
十
五
号
、
専
決

処
分
の
承
認
（
平
成
十
九
年

度
小
松
島
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
））
に
つ
い

て
は
、
特
別
地
方
交
付
税
の

交
付
額
、
各
事
業
に
係
る
起

債
、
及
び
退
職
金
手
当
債
の

許
可
額
の
確
定
に
伴
い
、
専

決
処
分
に
よ
り
、
所
要
の
財

源
振
り
替
え
措
置
を
講
じ
た

も
の
で
あ
る
。

　

歳
入
歳
出
の
増
減
は
な
く
、

「
財
源
の
振
り
替
え
」で
あ
る
。

　

地
方
交
付
税
の
う
ち
、
特

別
交
付
税
が
二
億
五
百
六
十

八
万
三
千
円
追
加
交
付
。

各
事
業
の
起
債
が
五
千
五
百

七
十
万
円
、
職
員
退
職
手
当

債
が
、
二
億
六
千
二
百
五
十

万
円
、
合
わ
せ
て
三
億
一
千

八
百
二
十
万
円
の
地
方
債
が

追
加
許
可
さ
れ
、
合
計
で
五

億
二
千
三
百
八
十
八
万
三
千

円
の
財
源
措
置
が
で
き
た
の

宮　

崎　

欽　

司　
委
員
長　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

勢
合
雨
水
ポ
ン
プ
場
が
完
成

立　

川　

邦　

男　
委
員
長　

総
務
常
任
委
員
会

　

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴
い

 

後
期
高
齢
者
支
援
金
決
定

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
は
資

産
割
額
の
百
分
の
八
・
三

◎
均
等
割
額

　

被
保
険
者
一
人
に
つ
い
て

二
万
四
千
円
か
ら

 

一
万
九
千
円
に

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
は

 

五
千
三
百
円

◎
平
等
割
額

　

一
世
帯
に
つ
い
て

　

二
万
七
千
六
百
円
か
ら

　

 

二
万
一
千
六
百
円
に

　

後
期
高
齢
者
支

援
金
は
一
世
帯
に

つ
い
て
六
千
円

　

以
上
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
が
追

加
課
税
さ
れ
る
が
、

課
税
分
の
変
更
は

な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。

　

ま
た
、
二
割
軽

減
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
の
申
請
書

提
出
を
廃
止
し
た
。

委員会風景

　

本
委
員
会
は
、
今
期
定
例

会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第

三
十
五
号　

専
決
処
分
の
承

認
に
つ
い
て
（
平
成
十
九
年

度
小
松
島
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
））
歳
出
の

う
ち
、
第
六
款
農
林
水
産
業

費
、
土
木
費
を
初
め
、
計
六
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